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  本学会において、鎮痛を目的とした鍼灸

治療の症例報告は多くみられるが、鍼灸

治療により痛みが生じる症例報告は数少

ない。 
 

  今回、鍼灸治療により、尿管結石の排石

が促進されることで発症したと思われる痛

みの観察ができたので報告する。 

【目的】 



 26歳 男性 身長:175cm 体重:85kg 

【症例】 

【既往歴】 

【家族歴】 

母：腎臓結石 

特記事項なし 



【現病歴】 

  Ｘ年10月15日、午前2時頃より左側腹部

から腰部にかけて激痛が発症した。2~3

時間続いた後、鈍痛へ移行し痛みが持続

的となった。当日朝、血尿を排泄したため、

当院を受診した。 

  



・１０月１５日（初診日）、尿管結石と判断し、
排石を目的とした鍼灸治療を施行 

 

・１０月２１日まで、計５回鍼灸治療を行った 
 

・１０月２２日、病院にてＣＴ検査、レントゲン
検査を受け、左右腎臓結石、左尿管結石
と診断 

  

【治療・経過】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結石 

       

 

 

 

 

 

           

【治療・経過】 



・１０月２３日～１０月２５日、毎日鍼灸治療を
行った数時間後に激痛が発症 

 

・１０月２６日、再度病院で検査 

 

・右腎臓結石、左尿管結石と診断 

 

 ☆左尿管結石の排石が確認 

【治療・経過】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結石 

【治療・経過】 

5~6mm 



・その後鍼灸治療を行った際にも、激痛を
数回発症 

 

・１１月１７日、本人が排石を確認 

【治療・経過】 



・鍼灸治療実施後、数時間後に激痛を発症
することが多い 

 

・激痛は、腰部、側腹部、下腹部の順で、鍼
灸治療終了後に発症する部位が移動 

 

◎排石が促進され、尿管結石が移動し激痛
が発症することが示唆 

【考察１】 



・結石が４mm以下の場合、鍼灸治療後
の激痛発症頻度は少ない 

 

◎結石が５mm以上ある場合は、鍼灸
治療後の激痛が発症する確率が高く
なると示唆 

【考察２】 



  尿管結石が排石される際、強い痛みを生

じるが、結石が体内を移動する際にも痛み

が生じることがわかった。排石を目的に鍼

灸治療を行う際には、患者に治療後痛み

が生じる可能性があることを、事前に説明

する必要がある。 

【結語】 


